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立川防災館体験学習施設にて体験報告（１）応

急救護訓練

立川防災館にて、災害時に役立つ実践

行動力を身につけるために、門前自治

会役員研修会体験学習を行いました。

日時：平成24年3月4日（日）

いつ、どこで起こるかわからないのが

災害です。

いざという時、あわてないように、

しっかりと防災についての知識と技術

を身に付けたいものです。

立川防災館は、地震や火災などの災害

にあった時、被害を出来るだけ少なく

するための心構えや行動を、楽しみな

がら身につけることができる「体験学

習施設」です。

場所：〒１９０−００１５

東京都立川市泉町１１５６−１

開館時間：午前９時〜５時

休館日：毎週木曜日・第３金曜日（国

民の祝日に当たる場合は直後の平日及

び、１２月２８日〜１月４日）

入館料：無料

問い合わせ：東京消防庁立川都民防災

教育センター（立川防災館）TEL.042-

521-1119

今回は、応急救護訓練の報告

を致します。

応急救護訓練室では、

突然の事故に備えて、正しい

応急手当を学ぶスペース。人

工呼吸、胸骨圧迫の方法、Ａ

ＥＤの取り扱い方法などを、

モデル人形を使って練習し、

しっかりと覚えることができ

ます。（中学生以上対象）

ＡＥＤの説明

立川都民防災教育センターの指導員

・ＡＥＤとは

Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ ＝自動

Ｅｘｔｅｒｎａｌ ＝体外式

Ｄｅｆｉｂｉｌｌａｔｏｒ＝

除細動器

ＡＥＤとは、自動体外式除細

動器のことであり、突然の心

停止の原因となる重症不整脈

に対し、心臓に電気ショック

を与えて正常なリズムに回復

させるための機器です。

操作は簡単で、音声により使

い方を支持してくれます。

尚、ＡＥＤ使用する際は、出

来るだけ早く119番に電話を入

れ、救急車が到着するまでの

応急対応として、使用して下

さい。

ＡＥＤと取り付け例

指導員による説明 基本は大人のモデル人形を使

用して体験します

モデル人形は幼児や子供など、体格

の違うのが数種類あります

ＡＥＤの操作

応急手当の必要性

�救急車到着までの救命処置

の必要性

�救命の連鎖の重要性

�自主救護の必要性

�他人を救おうとする社会が

自分を救う

応急手当と救命曲線

応急手当によって約２倍、救

命のチャンスを高める

手掌基部を左右の肋骨が近づく（み

ぞおち）から上部に指３つ分のとこ

ろを圧迫する

人工呼吸する際、衛生管理

止血法
八つ折り三角巾

四つ折り三角巾 前きん、代用包帯法
副子固定法

代用副子
三角巾による包帯要領

たたみ三角巾の作り方１

たたみ三角巾の作り方２

頭部（被覆包帯）

膝部（圧迫包帯）

足部（圧迫包帯）

足首部（固定包帯）

ＡＥＤの取り扱い方法

ＡＥＤがもっと普及すれば、

多くの命が助かります。

1分でも早いほうが生存退院率

が上昇します。

迅速な対応が人の命を助けます

参加役員一同記念撮影

体験後、感想として、参加役

員すべて実体験することがで

きたので、人工呼吸、ＡＥＤ

の取り扱い方法に関して実践

できたので、大変有意義な研

修会であったと、帰路の車中

で参加者の多くの方が発言し

てました。

今後、門前自治会会員の中で

人工呼吸、ＡＥＤの取り扱い

方などの実践ができる方を防

災訓練などの機会を通して、

増やして行きたいと思いま

す。

さらに、会員のご家族、また

は向こう三軒両隣の方を含め

て、一人は人工呼吸、胸骨圧

迫などの実践体験者を増やし

て行きたいと思います。

尚、今回の体験訓練に立川都

民防災教育センターの皆様に

ご協力を頂き大変感謝致しま

す。

命を守る危機管理に関して

は、事前に情報を多くの方へ

発信し、共有意識に基づき、

被害を最小限にする社会的な

協力が大切と思っています。
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